
T s u C i t y

学校施設整備費の推移

３－(１)－① 学校施設の整備①

学校施設の整備状況（Ｈ２３年度～Ｒ８年度）

Ｈ２３～Ｒ８年度 学校施設整備費合計

３.教 育

※ 端数処理の関係により内訳の計と一致していません。

事業名
大規模
改造

長寿命化
改修

バリアフ
リー化改修

増改築
トイレ
洋式化

校舎
エアコン整備

屋内運動場
エアコン整備

特別推進
事業

その他 合計

校･園数 9 19 1 8 85 80 － 15 － －

整備費計
【億円】

89.6 36.5 1.5 26.3 12.8 37.4 0.2 4.2 18.3 226.8

児童・生徒数の
増加への対応

　 　

プレハブ校舎
の解消

　 　 　 　

小中一貫教育
に伴う整備

　 　

給食室の改修 　 　 　 　

校舎の
改修工事

学校の再編
に伴う改修

　 　

２８８，９０３千円 １，０９０，７４7千円 １，287，855千円 73５,５79千円

３９，４７７千円 ６３，７４１千円 １7，253千円 83,003千円

　

トイレ快適化計画
（洋式化への改修）

７４３，１６４千円

エアコン整備

その他施設の維持工事 H２３～R2：１，４７４，０５８千円 ４０，６９２千円 １０８，３２７千円

年度別の事業費合計 H２3～R2：１７，８５０，５０５千円 ６５４，７３４千円

バリアフリー化改修工事

　

校舎の
増築工事

学校施設改修
特別推進事業

　

　

　

校舎の長寿命化
改修工事

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度

校舎の大規模
改造工事

事業名/事業年度 Ｈ２３～R2年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

　 　

H30【設計費（小学校１４校）】１９，８８３千円

小学校<普通教室・特別教室>

R1【設計費（３１校）】２４，５７７千円

【工事費（４５校）】１，７４０，１５１千円

中学校１７校<特別教室>

R1【設計費】１１，００９千円

【工事費】 ４７３，２８１千円、幼稚園【工事費】６，４７７千円

（感染症対策）

R2小学校２５校<保健室>１３，９３２千円

中学校 ９校<保健室> ５，５３６千円

幼稚園１０園<保育室> ８，０８１千円

久居東中学校 Ｈ２４【設計費】１４，８００千円、Ｈ２５【工事費】 ２２５，１０９千円

戸木小学校 Ｈ２６【設計費】２３，８１５千円、Ｈ２７【工事費】 ５０９，６４１千円

芸濃小学校増築 H30【設計費】 ７，０４３千円、R1 【工事費】 ７３，４２９千円 【設計費】 １２，６２６千円

【設計費】６，９８４千円

Ｒ３年度 ９８，８５７千円

R2（感染症対策）

小学校３１校、中学校１３校

８８，６６９千円

【設計費】６，１４１千円

【設計費】７，１９５千円 朝陽中学校 １８３，３３７千円

安濃小学校 １２４，７１４千円

修成小学校 １５６，９１３千円

【設計費】７，１４３千円

【設計費】７，４５０千円

西橋内中学校

一期工事 １５２，５５５千円 二期工事 ８４，６９２千円

（感染症対策）

小学校２１校

<給食室>  ７，９８２千円

中学校１校

＜給食室＞ 495千円

幼稚園１７園

13,883千円

（感染症対策）

小学校４校‹保健室› １，８８４千円

中学校１校‹保健室› ６３８千円

戸木小学校‹図書室›

【備品購入費】 ９１３千円

川合幼稚園‹保育室›

【備品購入費】 １，０７８千円

【設計費】７，３７３千円

【設計費】８，７５４千円

東橋内中学校 １０８，３３９千円

【設計費】１１，５９８千円

【設計費】 ８，０７３千円

【設計費】 ９，７８３千円

【設計費】１０，１４０千円

【設計費】１１，０５２千円

上野小学校 １２４，８２６千円

橋南中学校 ２３４，７５９千円

（感染症対策）

小学校１０校、中学校７校

１６，３００千円

（感染症対策）

小学校‹職員室・校長室等›

【工事費（３校）】１９，３０５千円

【備品購入費（１６校）】１１，６７４千円

中学校‹職員室・校長室等›

【備品購入費（５校）】３，７１６千円

幼稚園‹職員室等›

【備品購入費（６園）】２，５９７千円

芸濃中学校‹普通教室・特別教室等›

【工事費】６１，７３２千円

（環境改善整備）

小学校4校、中学校3校

４，８００千円

（環境改善整備）

〈特別活動室→普通教室〉

小学校１校 ９４６千円

白塚小学校

Ｈ２３【設計費】１２，５７９千円、Ｈ２４～２６【工事費】 ８５７，７５７千円

神戸小学校

Ｈ２３【設計費】１４，４２７千円、Ｈ２４～２６【工事費】 ８４６，９３７千円

一身田中学校

Ｈ２３【設計費】１５，３５８千円、Ｈ２４～２６【工事費】 ８５４，２３５千円

一志中学校

Ｈ２５【設計費】１７，２５０千円、Ｈ２６～２８【工事費】 ８９１，３２６千円

南が丘小学校 Ｈ２６【設計費】２２，８８８千円、Ｈ２７～２８【工事費】４２４，４６２千円

西が丘小学校 Ｈ２７【設計費】 ７，９６２千円、Ｈ２８ 【工事費】 ９２，４８３千円

美里中学校 Ｈ２６【設計費】３４，６０６千円、Ｈ２７～２８【工事費】７９１，８９７千円

一志西小学校 Ｈ２４【設計費】７，７５７千円、Ｈ２５【工事費】 ３６４，４００千円

Ｈ２４【設計費】 ５，１１１千円、Ｈ２５【工事費】小学校６校、中学校２校 ３５４，９０８千円

Ｈ２５【設計費】 ７，５３９千円、Ｈ２６【工事費】小学校６校、中学校２校 ４１３，６８１千円

Ｈ２６【設計費】 ３，３７８千円、Ｈ２７【工事費】小学校３校、中学校１校 ５６，９４５千円

Ｈ２７【設計費】 ８，０１６千円、Ｈ２８【工事費】小学校７校、中学校３校 １７２，１０１千円

H２８【設計費】 ８，６９４千円、H２９【工事費】小学校５校、中学校３校 １１９，０７８千円

片田小学校 １５３，２０６千円

育生小学校 ２２２，１３１千円

白山中学校 ２０５，１２６千円

明合小学校 １４３，４７２千円

橋北中学校 １５０，１６５千円

【設計費】１０，６５３千円

【設計費】９，８３５千円

【設計費】１０，５５７千円

【設計費】 ４，４３４千円

【設計費】 ９，９７７千円

（施設整備）

Ｈ２３ 【設計費】２，５５７千円、【工事費】５４，６８０千円 小学校１０校、幼稚園１０園

Ｈ２４ 【設計費】３，２９８千円、【工事費】５６，１１４千円 小学校６校、中学校６校、幼稚園７園

Ｈ２５ 【設計費】 ８０５千円、【工事費】３３，３０５千円 小学校６校、中学校２校、幼稚園６園

Ｈ２６ 【設計費】 ３２４千円、【工事費】３６，５２２千円 小学校８校、中学校２校、幼稚園３園

Ｈ２７ 【工事費】１０，８６５千円 小学校５校

立成小学校 Ｈ２８【設計費】 ３，１９７千円、Ｈ２９ 【工事費】 １９７，５９３千円

栗真・片田・櫛形小学校給食共同化受入

H２９【設計費】 １，６２０千円、H３０ 【工事費】 ２６，２４０千円

H２７ （大規模改造・増築と同時施工を開始）

Ｈ２８ 【設計費】１８，３５５千円、H２９【工事費】４４６，０４５千円 中学校１６校、小学校分校１校

H２９ 【設計費】１６，２７５千円、H３０【工事費】656,618千円 小学校１６校

南立誠小学校

【設計費】14，221千円

千里ヶ丘小学校 ２46，740千円

豊が丘小学校 ２07，218千円

栗真小学校 188，429千円

桃園小学校 １24，001千円

東観中学校 199，687千円

立成小学校

【設計費】 5，055千円

（環境改善整備）

小学校３校

１，３５０千円

（環境改善整備）

〈普通教室〉

中学校１校 ４９４千円

戸木小 防水改修工事

26,378千円

安濃小 防水改修工事

5,434千円

香良洲小 防水改修工事

17,578千円

久居東中 防水改修工事

24,７４４千円

久居中 防球ネット設置工事

23,251千円

成美小 防水改修工事

37，386千円

北立誠小 防水改修工事

21，９89千円

南が丘小 防水改修工事

２1，761千円

大里小 防水改修工事

１4，465千円

美杉中 防水改修工事

３3，451千円

豊里中 防水改修工事

１1，998千円

学

校

施

設

整

備

基

金

創

設 美杉小、安濃小

【設計費】 2,623千円

【設計費】 8,216千円 西郊中学校 139,017千円

南立誠小学校

357,183千円

立成小学校

84,799千円

美杉小 防水改修工事

76,601千円

立成小 防球ネット設置工事

17,894千円

一身田中 屋内運動場床改修工事

47,077千円

安濃小 校舎内建具改修等工事

28,485千円

一志中、南が丘中、朝陽中

放送設備等の実施設計

【設計費】 5,029千円

上野小、豊津小、一身田小

放送設備等の実施設計

【設計費】 4,526千円

一身田小学校

【設計費】 17,028千円

芸濃小学校

【設計費】 12,254千円

新町小学校

Ｈ２７【設計費】１２，３０１千円、Ｈ２８～R1【工事費】 ９１３，１４３千円

藤水小学校

Ｈ２８【設計費】１２，０８５千円、Ｈ２９～R1【工事費】 ８９１，８２１千円

南郊中学校

Ｈ２８【設計費】１４，０００千円、Ｈ２９～R1【工事費】 １，０７３，９０９千円

西が丘小学校

Ｈ２９【設計費】２３，５７４千円、Ｈ３０～R2【工事費】 １，３６５，４９３千円

久居中学校

Ｈ２９【設計費】１８，１６５千円、Ｈ３０～R2【工事費】 １，１２２，６４３千円

桃園小学校

Ｒ２年度 ９０，７６５千円

安東小学校給食共同化受入

Ｈ３０【設計費】 ６３０千円、R1【工事費】１２，４５２千円

雲出小学校

R1 【設計費】 ９０１千円、R2【工事費】 ９，５２６千円

（環境改善整備）

小学校2校

935千円

（環境改善整備）

〈普通教室〉

中学校2校 1,626千円

屋

内

運

動

場

空

調

設

備

整

備

事

業

R9夏頃までに市内すべて

の小・中・義務教育学校の屋内

運動場へ空調設備を設置

【工事負担金】 1,700千円
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T s u C i t y

児童・生徒数の増加への対応 久居東中学校、戸木小学校、芸濃小学校、
桃園小学校

事業費 約１０億６千万円（Ｈ２４～２７年度、Ｈ３０～Ｒ３年度）

大規模改造校 神戸・白塚小学校、一身田・一志中学校、新町小学校
藤水小学校、南郊中学校
西が丘小学校、久居中学校

事業費 約９０億円（Ｈ２３年～Ｒ２年度）

校舎の大規模改造工事

改修 前 改修 後 改修 前
改修 後

学校再編に伴う校舎の改修 一志西小学校
事業費 約３億７千万円 （Ｈ２４～２５年度）

改修 前
改修 後

校舎の改修工事

校舎の増築工事

トイレ快適化計画
（洋式化への改修）

改修 前 改修 後

一身田小学校

神戸小学校の教室改修 久居東中学校の校舎増築

一志西小学校の校舎改修

プレハブ校舎の解消 南が丘小学校、西が丘小学校
事業費 約５億５千万円（Ｈ２８年度までの２校の設計及び工事費）

小中一貫教育に伴う整備 義務教育学校
「みさとの丘学園」

事業費 約８億２，６５０万円
（Ｈ２７・２８年度継続事業費）

（Ｈ２８年度工事完了）

Ｈ２４．８策定
Ｈ２６．６改訂

３－(１)－② 学校施設の整備②３.教 育

南が丘小学校の
プレハブ解消

改修 前 改修 後

みさとの丘学園
（旧 美里中学校）

H25 H26 H28 H29 H30～R2 R2 R3 R4

体育館・校舎 給食室 校舎

事業費

（千円）

校数 8 8 11 10 1 42 44 22 17

事業費

（千円）

（※）印の事業費は、大規模改造・増築等に含まれます。

（※）事業費合計は、Ｈ24年度の設計費（5,111千円）を含みます。

119,078 － 1,149,451（※） 88,669 8,477

7校
（27基）

16,300

12校
13校

（56基）
1校

（1基）

計

4

362,447 417,059 64,961 180,795

31校
（133基）

21校
（21基）

13,883

中学校
西橋内
久居東
（※）

久居西
一身田
（※）

東橋内
豊里

南が丘
久居

西郊
白山
橋南

南郊（※）

17園
（40基）

小学校

一身田
栗真
片田
敬和

高岡（※）
神戸（※）

南立誠
育生
櫛形

高茶屋
川口

白塚（※）

戸木（※）

感染症対策

年度 H27
合計

R3

改修方針 洋式化率10％未満校の解消 児童・生徒20人当たり１組確保

幼稚園

豊が丘
栗葉

雲出
南が丘
養正
桃園
成美
明合
大三

新町（※）

誠之
修成
黒田

立成（※）
千里ヶ丘

藤水（※）

西が丘
（※） 30校

感染症対策

10校
（13基）
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T s u C i t y

平成２６年８月１日号 広報津より

３－(１)－③【市長コラム】学校生活の問題解消
～ ～和式トイレとプレハブ校舎～
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３－(１)－④ 小中学校へのエアコン設置（普通教室・特別教室・給食室・屋内運動場）

平成２８年度から令和２年度の５年間で全小中学校の普通教室へ設置

平成２８年度から１５校のエアコンの単独整備工事に
着手

平成２８年度から１５校のエアコンの単独整備

単独整備
４５校

新町小学校：平成２８年度～令和元年度

藤水小学校：平成２９年度～令和元年度

西が丘小学校：平成３０年度～令和２年度

大規模改造工事にあわせて整備３校 単独整備
１５校

大規模改造工事にあわせて整備２校
南郊中学校：平成２９年度～令和元年度

久居中学校：平成３０年度～令和２年度

整備
年度

小学校名 校数 教室

第１期 H３０ 上野、豊津、黒田、千里ヶ丘、南立誠、北立誠、高茶屋、雲出、
南が丘、誠之、成美、戸木、立成、桃園、一志西、一志東

１６
普通教室
２８３

平成２８年度～令和元年度の４年間で小中学校の普通教室・特別教室等への設置を完了

※大規模改造工事に合わせて整備した２校は令和２年度完了

※設置済校（３校）：芸濃、一志、みさとの丘後期

※設置済校（１校）：みさとの丘前期 整備
年度

中学校名 校数 教室

Ｈ２９ 橋北、東橋内、西橋内、橋南、西郊、一身田、豊里、南が丘、
久居西、久居東、朝陽、東観、香海、白山、美杉

１５
普通教室
２００

第２期 Ｒ１ 芸濃、明、一身田、白塚、栗真、大里、高野尾、豊が丘、
敬和、修成、育生、栗葉、榊原、香良洲

１４
普通教室
１９６

第3期
Ｒ２⇒Ｒ１
（前倒し）

安濃、明合、村主、草生、養正、神戸、安東、櫛形、
片田、家城、川口、八ツ山、大三、倭、美杉

１５
普通教室
１２９

Ｒ１ （第１期～第３期の学校） ４５

特別教室
１８４
給食室
３１

Ｒ１
橋北、東橋内、西橋内、橋南、西郊、一身田、豊里、南が丘、
久居西、久居東、朝陽、東観、香海、一志、白山、美杉、みさ
との丘後期

１７

特別教室
１０４
給食室
３

※大規模改造等分は除く総事業費 約３４億円（学校施設環境改善交付金・ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金・合併特例事業債を活用）

小学校のエアコン整備 中学校のエアコン整備

平成２９年度から３期に分けて４５校を整備

事業費 約２４億６千万円 事業費 約９億４千万円

国の平成３０年度補正予算で創設された補助制度を有効活用し、
小学校第３期分の普通教室への整備を前倒しするとともに、新たに小中学校の特別教室等にも整備

３.教 育
H27.12 エアコン整備方針を決定

屋内運動場の空調整備

80

令和８年度の取組（早期整備に向けて）

Ｒ８.１ 空調設備方針を決定：令和９年夏頃までに小中学校屋内運動場へ空調設備を順次設置
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３－(１)－⑤ 小中学校のエアコン整備の状況

【エアコン整備の状況】

～平成29年度 夏 中学校の普通教室へエアコン設置

平成30年度～令和元年度 小中学校の普通教室、特別教室、給食室へエアコン設置

令和２年度（感染症対策） 幼稚園の保育室へエアコン設置・老朽化により能力が低下した小中学校の保健室のエアコン改修

令和３年度（感染症対策） 老朽化により能力が低下した小中学校の保健室・図書室、幼稚園の保育室のエアコン改修（繰越分
含む）

令和４年度（感染症対策）
平成１７年度に設置した芸濃中学校の普通教室・特別教室等 及び
老朽化により能力が低下した小中学校・幼稚園の職員室等のエアコン改修

令和５～７年度（環境改善整備） 普通教室数の増加に伴うエアコン設置 （※実情に応じた小中学校のエアコン設置を実施） 81

３.教 育

室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費 室数 室数 室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費

普通教室 － － 283室 6.8億円 325室 29室 60室 － － 1室 946千円 698室

特別教室 46室 1.1億円 184室 5室 20室 1室 913千円 － － 256室

給食室 － － 31室 2室 3室 － － － － 36室

保健室 － － － － － － － － － － 25室 0.1億円 4室 1 ,884千円 － － － － 29室

職員室等 － － － － － － － － － － － － － － 25室 0.3億円 － － 25室

普通教室 － － 200室 4.6億円 － － 21室 41室 9室 3室 2,120千円 274室

特別教室 10室 0.3億円 104室 7室 17室 4室 － 142室

給食室 － － 3室 － － 1室 － 4室

多目的室等 － － － － － － － － － － 8室 － 8室

保健室 － － － － － － － － － － 9室 0.1億円 1室 638千円 － － － － 10室

職員室等 － － － － － － － － － － － － － － 5室 3 ,716千円 － － 5室

保育室 － － 4室 0.1億円 － 10室 0.1億円 1室 1 ,078千円 15室

遊戯室 26室 0.6億円 － － 1室 － － － － 27室

職員室等 － － － － － － － － － － － － － － 7室 2 ,597千円 － － 7室

82室 2.0億円 200室 4.6億円 283室 6.8億円 651室 22.7億円 65室 141室 44室 0.3億円 7室 4,513千円 59室 1.0億円 4室 3,066千円 1,536室 37.4億円合計

幼稚園
－ － － － －

0.6億円

10.5億円

－ － － －
0.8億円

26.1億円
－ －

－ －

－ － －17.8億円 －

中学校・
義務教育
学校（後
期）

－ －
－ －－ － 4.8億円

種別 種別

小学校・
義務教育
学校（前
期）

－ －

環境改善整備

合計

H23～H28
（小計）

H29 H30 R1
H24～
H28

H28～
R2

R2 R3

施設整備
（PC室・図書室）

エアコン整備事業
（普通教室・特別教室・給食室）

※各年度の事業費合計は、前年度の設計費を含みます。

大規模改造・
増築等

感染症対策

R4 R5～7
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３－(１)－⑥ 小・中・義務教育学校のトイレ洋式化の状況

※ 表中の洋便器数は、大規模改造（平成24年度～令和2年度）・長寿命化改修（令和3年度～）や増築・改修工事に合わせて進めた洋式化を含む
※ 校舎及び屋内運動場のトイレ（屋外専用トイレ、プールは除く）・ 多目的トイレ、障がい者トイレ等を含む

■トイレ快適化計画に基づき、小学校は洋式化率が２０％に満たない学校、中学校は１０％に満たない学校を優先的に整備
■大規模改造工事等にあわせて整備 ※整備した学校数：Ｈ25～Ｈ27（前期）で小学校１３校、中学校５校

■さらに児童・生徒の人数に考慮した整備が早期にできるよう計画を見直し、洋式便器当たりの児童・生徒数の考え方を取
り入れ、１洋式便器当たりの児童・生徒数が「２０人」以下となるよう整備

■大規模改造工事等にあわせて整備 ※整備した学校数：Ｈ27（後期）～Ｈ29で小学校１６校、中学校７校

82

■避難所としての機能を担う学校施設のトイレ洋式化を実施

【小学校】３１校・１３３基洋式化（校舎17校80基・屋内運動場14校16基・職員用17校37基）
【中学校】１３校・ ５６基洋式化（校舎 8校37基・屋内運動場 8校15基・職員用 3校 4基） 【事業費 0.9億円】

【事業費 7.8億円】

【事業費 3.7億円】

■給食調理員の感染症対策として給食室内のトイレ洋式化を実施

【事業費 0.1億円】

■避難所の衛生環境向上のため、洋便器が設置されていない屋内運動場のトイレ洋式化を実施

【小学校】２１校・２１基洋式化 【中学校】１校・１基洋式化

【トイレ洋式化の状況】

【小学校】９校・１５基洋式化 【中学校】４校・７基洋式化 【事業費 0.1億円】

トイレ洋式化による教育環境の向上に取り組んでいます。【事業費計１２.８億円】
※ 端数処理の関係により内訳の計と一致していません。

■児童生徒数に対して洋式トイレの数が不足している小中学校のトイレ洋式化を実施

【小学校】１０校・１３基洋式化 【中学校】７校・２７基洋式化 【事業費 0.2億円】

■実情に応じた小中学校のトイレ洋式化を実施 Ｒ５【小学校】 ４校・７基洋式化【中学校】３校・６基洋式化

３.教 育

Ｒ６【小学校】 ３校・６基洋式化
【事業費 709万円】

Ｒ７【小学校】 ２校・２基洋式化

職員用等

小・中・義務
教育学校合計

学校数
総便器数
（基）

洋便器数
（基）

洋便器率
（％）

学校数
総便器数
（基）

洋便器数
（基）

洋便器率
（％）

総便器数
（基）

洋便器数
（基）

洋便器率
（％）

洋便器数
（基）

56 2,345 537 22.9 20 1,004 249 24.8 3,349 786 23.5 69
【前期】
H25
～
H27

【後期】
H27
～
H29

49 2,120 1,211 57.1 20 1,010 535 53.0 3,130 1,746 55.8 230

49 2,135 1,370 64.2 20 986 602 61.1 3,121 1,972 63.2 277

49 2,129 1,388 65.2 20 983 617 62.8 3,112 2,005 64.4 303

49 2,132 1,405 65.9 20 986 647 65.6 3,118 2,052 65.8 304

49 2,133 1,420 66.6 20 989 656 66.3 3,122 2,076 66.5 304

H24

児童・生徒用

小学校・義務教育学校（前期） 中学校・義務教育学校（後期） 小・中・義務教育学校合計

3,122

トイレ
快適化
計画等

H25
～
H29

避難所
整備等

H30～R2

49 2,135 1,274 59.7 20 987 550 55.7

トイレ
環境改善
整備

一般財源
（0.1億円）

一般財源
（709万円）R5～7

財源

学校施設
環境改善
交付金

（2.4億円）
・

合併特例
事業債

（7.8億円）

新型コロナ
ウイルス

感染症対応
地方創生
臨時交付金
（1.2億円）

1,824 58.4 236

感染症
対策

R2

R3

R4
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平成３０年１２月１日号 広報津より

３－(１)－⑦【市長コラム】学校エアコンとブロック塀に
国の予算が追加されるまで
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３.教 育
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老朽化
対応

耐震化 大規模改造

・外装（外壁・屋上防水の改修）

・内装（塗装替え等）

・バリアフリー対応

（エレベーター、多目的トイレの設置）

・防災機能強化

・ 児童生徒が長時間使用する普通教室が含まれる棟を

対象

・ 将来にわたって使用する校舎棟を対象

・ 劣化度調査に基づき機能維持に必要な改修を優先

基本方針

古い施設を優先して老朽化対策
令和２年度末までに９校完了

長寿命化改修 第２期津市学校施設長寿命化計画
計画期間：令和２年度～１２年度

➢ 最も改修が必要な校舎棟を選定
➢ 機能維持を図ることを優先

地震
対応

平成２３年度末までに
全ての学校の耐震化が完了

総事業費（平成18～23年度） 23.2億円

内
訳

国庫補助金 10.1億円

市
債

合併特例事業債 6.6億円

義務教育施設整備事業債 1.2億円

一般財源 5.3億円

改
修
内
容

総事業費（平成23～令和2年度） 89.6億円

内
訳

国庫補助金 15.9億円

合併特例事業債 64.1億円

一般財源 9.6億円

３－(１)－⑧ 学校施設長寿命化改修事業３.教 育

【単位：百万円】
育生小学校のエレベーター設置

R2
【実績額】

R3
【実績額】

R4
【実績額】

R5
【実績額】

R6
【実績額】

R7
【実績額】

R8
【予算額】

計

設計費 20 23 7 50 45 19 29 193

工事費 0 464 512 193 874 966 442 3,451

計 20 487 519 243 919 985 471 3,644

工　事
実施校

修成小
安濃小
朝陽中

上野小
西橋内中
橋南中

東橋内中
西橋内中
（第二期）

育生小
片田小
明合小
橋北中
白山中

栗真小
豊が丘小
桃園小

千里ヶ丘小
東観中

南立誠小
立成小 19校
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３－(１)－⑨ 学校施設改修特別推進事業３.教 育

これまでの学校施設の整備

国庫補助金

財源

合併特例事業債等
（コロナ交付金等）

施設改修を特別に推進するための取組

耐震化 H18～23年度 23.2億円
国庫補助金

合併特例事業債等

基金の設置

学校施設改修特別推進事業

① 子どもたちの学校生活上の支障となっているもの

② 緊急性が高いもの

③ 国の補助金等の活用が困難なもの

基金対象事業

①・②について
・児童生徒への影響度
・利用頻度
・不具合の箇所及び範囲
※基本的には防水改修（雨漏り）を最優先

の観点から順位付け

優先順位の考え方

防水改修（雨漏り） 雨漏りに伴う全面的な屋上防水改修

屋内運動場床改修 隙間や段差などのアリーナの床改修

放送設備改修 経年劣化に伴う放送設備の改修

防球ネット設置 未設置箇所の防球ネットの新設や追加設置

その他の改修 経年劣化に伴う建具などの改修

具体的な事業例

実施校 ・防水改修（安濃小、香良洲小、戸木小、
久居東中）

・防球ネット設置（久居中）

令和８年度事業費 １億７，９６１万円

令和６年度実績 ９，７３９万円 令和７年度実績

・防水改修工事（北立誠小、大里小、南が丘小、
成美小、豊里中、美杉中）

・防水改修工事等に係る実施設計
（美杉小、安濃小）

戸木小学校の防水改修

子どもたちがより良い学校生活を送ることができるよう、
「緊急性の高い」雨漏り改修等を優先して取り組む「学校
施設特別推進事業」を実施

事業を推進するための財源として、国の補助事業では対応
できない校舎の雨漏り改修等に充当するため「津市学校施設
整備基金」を創設 ≪基金積立額 令和６年３月３億円≫

国庫補助金

一般財源

大規模改造工事

長寿命化改修工事

エアコン整備・
トイレ洋式化

消防設備・受変電設備
・給水設備等

その他一般修繕

H23～R2年度 89.6億円

R2～R7年度 36.5億円

H23～R7年度 50.3億円

毎年度 平均約0.3億円

毎年度 平均約1.5億円

一般財源

バリアフリー化改修工事 R6～R7年度 1.5億円

国庫補助金

国庫補助金

合併特例事業債等

合併特例事業債等

R7年度９月補正予算にて新たに３億円を積み増し

津市モーターボート競走事業会計からの繰入金の一部を積立

１億４，３６７万円

実施校

令和８年度 実施校
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・防水改修工事（美杉小）、放課後児童クラブ移転に伴う校舎改修工事（安濃小）、防球ネット設置工事（立成小）、屋内運動場アリーナ床改修工事
（一身田中）、防水改修設計（一身田小、一志中）、給水設備改修設計（豊津小）、放送設備改修設計（上野小、南が丘中、朝陽中）
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３－(２)－① 津市小中一貫教育

（津市教育委員会作
成）

～小学校から中学校への９年間を見通した系統的・連続的な教育の実施～

学校生活の充実課題を解決するための２つの柱学力の向上

○多様な人材の活用
・小中学校等非常勤講師
・特別支援教育支援員
・スクールカウンセラー等

○小学校での教科担任制
○乗り入れ授業

【授業改善】 【多様な人材の活用】 【英語力の向上】

○積極的な授業改善

・授業方法の研究

・専門家からの指導

○小中合同研修会

○ＡＬＴ（外国語指導助手）に
よる外国語活動の充実

○英語教育推進研修会開催によ
る授業力の強化

○７年間の英語カリキュラム

【地域の教育力の活用】【学校生活の不安解消】【指導の方向性統一】

○生活のきまりの統一
○家庭学習の手引き作成
○読書活動の推進

・中学校区への図書館
司書の配置

○児童生徒の交流活動
・フォーラム
・合同文化祭

○不登校の未然防止
・欠席状況等の情報共有

○保護者・地域との合同
活動
・避難訓練
・清掃活動
・ノーメディアデー

【成 果】◆「わかる授業・できる授業」への授業改善の促進 ◆生徒指導の方向性の統一 ◆小学校から中学校への接続 ◆地域と連携した教育活動の充実

津市小中一貫教育ネクスト事業

中
学
校
教
育

小
学
校
教
育

幼
児
教
育

一貫して育みたい
資質・能力

知識・技能の基礎

思考力・判断力
・表現力等の基礎

学びに向かう力
・人間性等

知識
技能

思考力
判断力
表現力等

学びに向かう力
人間性等

愛着形成

非認知能力
の
基礎

認
知
能
力

非
認
知
能
力

中学校区のめざす子ども像

生徒指導 特別支援教育 人権教育 学力向上

育てたい子ども像の実現に向けた各部会の取組（例）

幼児教育、小・中学校教育の相互理解に基づく接続

Ａ小学校
校内研修

Ｂ小学校
校内研修

Ｃ小学校
校内研修

Ｄ中学校
校内研修

中学校区のめざす子ども像

86

３.教 育



T s u C i t y

◇学力の向上

ペアやグループ活動を軸にした主体的・対話的で深い
学びができる授業を、９年間一貫して行う

◇英語活動の推進

１・２年生の英語活動や全学年での朝の短時間学習も
実施し、９年間一貫した英語教育を行う

◇美里創造学習など

美里地域の自然・歴史・文化・産業を学ぶ地域学習や、
反差別の視点で仲間とともに考え行動できる力を学ぶ人
権学習を９年間一貫して行い、地域にも発信する

３－(２)－② 美里地域における義務教育学校の設置

学校教育法の一部が改正（平成28年4月1日施行）され、小学校から中学校までの義務教育
を一貫して行う、新たな学校の種類として「義務教育学校」が制度化される

義務教育学校の概要

○名称 津市立みさとの丘学園
○位置 津市美里町三郷84番地
○面積 〔敷地〕31,582㎡（新設のプール敷地を含む）

〔校舎〕 5,190㎡（鉄筋コンクリート造（一部木造））
○児童生徒の人数（令和７年５月）

前期課程（小学校） 127人
後期課程（中学校） 81人

校舎の増築（H27年度）

総事業費 ８億９，５２３万円

H27年：６億5,320万円 H28年：２億4,203万円
名称は、地域住民の皆さ
んにアンケート調査を実
施し、美里地域小中一貫
校構想推進会議において
協議

美里地域において、長野小学校、高宮小学校、辰水小学校、美里中学校を再編し、現在
の美里中学校施設を活用した義務教育学校として、平成２９年４月６日に開校しました

※通学対策などの関連事業を含む

これまでの主な取組

◇施設環境の整備 ◇通学対策 ◇ウォームアップ事業
など
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■学校施設の大規模改造

校舎棟

屋上防水、外壁改修、内装改修（一部木質化）・建具改修、給排
水設備改修、照明ＬＥＤ改修、バリアフリー化改修（エレベーター・
多目的トイレ新設等）、給食室増築・ドライ化等

屋内運動場
屋上防水、外壁改修、アリーナ床・壁面改修、照明ＬＥＤ改修、
トイレ改修等

プール プール槽改修、給排水設備改修、更衣室・トイレ・内外装改修等

■大三小学校舎工事中の対応（仮設校舎設置）

学校の運営に関すること
■ 学校名、校歌、校章、校旗等
■ 開校式典
■ めざす学校像、めざす児童像
■ 学校行事、生活のきまり、制服等
■ スクールバスのルート設定・乗降場所の確保

その他
■放課後児童クラブに関すること 運営方針等 ■地域との連携に関すること（学校跡地の利活用等）

課題について対応策を協議・検討●白山地域小学校の在り方検討委員会委員及び教
職員等で構成する作業班を設置し、具体的な事
項について協議、検討していく

●子どもたちの思いや意見を可能な限り反映して
いく

住民説明会、検討委員会等をふまえて

●令和６年２月１４日に「白山町内小学校の統合を視野に入れたあり方に関する要望書」が提出されたことを受け、令和６年４月
１５日に「白山地域小学校の在り方検討委員会」を設置

●「白山地域小学校の在り方検討委員会」（計７回開催）において、統合に向けて進めていくことを確認後、安全性を最優先に学
校の場所や整備方法について検討し、学校の場所は大三小学校、整備方法は大規模改造、令和１１年度の開校をめざす方向性に
ついて、令和７年８月１日開催の検討委員会で確認

学校施設に関すること ■大規模改造に係るスケジュール

これまでの経緯

〈場所〉大三小学校 〈整備方法〉大規模改造で決定小学校５校を統合

令和11年度開校に向けた今後の取組
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３－(２)－④ 英語教育の推進

津市英語教育推進計画 ～TSUから始まるABC♬～ 教育研究支援課

◎他国の人々に自分たちの生活様式や文化を伝える力を育むために、日本や郷土津市について学習したことを積極的に
英語で発信しようとする態度を育成する。

◎中学校卒業時に英検３級相当の英語力を身に付けさせる。

目 標

目 標

小 学 校 中 学 校

●CAN-DOリスト等を活用
した接続及び授業改善

●学習内容の系統性・
指導方法の継続性を
意識した授業づくり

英語に興味・関心を持ち、積極的にコミュニケーションを図ろうとする子どもの育成

（津市教育振興ビジョンより）

活き活きと英語を使う授業スタイルの確立
活き活きと英語を使う授業スタイルの定着

R5～R7

Developing

発展期

F i x i n g

定着期

R8～R9

令和５年度～令和９年度

●学びを深める授業づくり
・協働的な学び
・これまで学んできたことや、既習事項と他教
科の学びをつなぎ合わせた教科横断的視点

・スモールトークを帯活動で実施

●JTEとALTの効果的なTT

・子ども理解と学習者モデルの提示

●学習者用デジタル教科書の活用

・個別最適な学び
・自主学習をとおした自立した学習者の育成

●インターナショナルエクスチェンジ
・学んだ英語を使って外国の人々と実際に
やりとりをする体験の場の創出

学びの連続性

●技能統合型の授業スタイルの確立
・協働的な学び
・自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動の適
切な位置付け

・目的・場面・状況を意識した言語活動の充実

●英検チャレンジシステムの活用

・学習到達度の把握から授業改善・学習改善へ

●学習者用デジタル教科書の活用

・個別最適な学び
・自主学習をとおした自立した学習者の育成

●インターナショナルエクスチェンジ
・学んだ英語を使って自分の思いを「話す」「書く」
言語活動の充実

相手・目的意識を重視した授業スタイルの確立

小中接続

（令和４年度実績 ：生徒全体の51.4%
令和９年度目標値：生徒全体の60.0％）
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津市版英語教育
カリキュラム

TSU-STANDARDの活用



T s u C i t y

子ども救命教育プロジェクト
平成30年度から小学５・６年生を対象とした総合的な救命教育プログラムを開始

☆ 家庭学習・・・夏休み期間を利用して家族とともに学ぶ
☆ 体験学習・・・様々なシナリオに取り組む「子どもメディカルラリー」

プロジェクトの骨子

３－(２)－⑤ 防災教育・救命教育の推進

◆令和２年度に「きゅうめいノート」をリニューアル、QRコードから動画を再生できるようにしたり、
Webで確認テストを行うことができるようにしたりしました。

◆令和４年度には、デジタル版「きゅうめいノート」を作成し、津市ホームページ及び津市e-Learning
ポータルに掲載し、ワンクリックで動画やクイズ、解説などにアクセスできるようになり、より家庭
学習で活用しやすくなりました。

家庭学習の教材をリニューアル

★平成29年度 ３者連携のプロジェクトチームを始動

編集委員会で学習テキストの制作開始
★平成30年度 夏休み期間にテキストを利用した家庭学習を開始

家庭学習を踏まえた子どもメディカルラリーを開催
★令和元年度 テキスト「きゅうめいノート」による家庭学習を実施

子どもメディカルラリーを開催
★令和２年度 新「きゅうめいノート」を全ての津市立小・義務教育学校の小学５・６年生へ配付

★令和３年度 新「きゅうめいノート」を全ての津市立小・義務教育学校の小学校５年生へ配付

★令和４年度 デジタル版「きゅうめいノート」を制作

津市e-Learningポータルに掲載し、家庭学習を実施
★令和５年度 津市e-Learningポータルに掲載し、家庭学習を実施

子どもメディカルラリーを開催
★令和６年度 津市e-Learningポータルに掲載し、家庭学習を実施

子どもメディカルラリーを開催
★令和７年度 津市e-Learningポータルに掲載し、家庭学習を実施

子どもメディカルラリーを開催

★平成２６年から体験型の学習として「子どもメディカルラリー」を開催
★家族とともに学ぶ家庭学習の要素を追加し、体験学習型の子どもメディカルラリーと併

せて、総合的な救急教育プログラムへ発展させることを考案

三重大学医学部附属病院高度救命救急・総合集中治療センター

医療・教育・消防による３者連携プロジェクト

プロジェクトの経緯
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テキスト制作・改訂

テキストを使った家庭学習の支援

子どもメディカルラリーの開催

三重大学医学部附属病院高度救命救急・総合集中治療センター ＭＵＳＨ

消防本部
教育委員会
市内の小学校

消防職員

救急救命士 教職員

行政職員

医 師 医学生

多職種連携のプロジェクトチーム

３.教 育

津市消防本部と連携した津市内全中学校普通救命講習
令和７年度から中学２年生（義務教育学校は８年生）を対象とした普通救命講習を開始

目的
市内中学校・義務教育学校を卒業した方全員を、救命措置の技能等を備えたバイスタンダーにすることで、
津市を『救命の連鎖をつなぐ街』にする。

４～５月 実施日時・場所等の調整 ８～２月 普通救命講習実施 随時 普通救命講習証 発行
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３－(２)－⑥ 津市ＧＩＧＡスクール構想の実現

コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用できる環境を整備し、情報活用能力を、言語能力、問題発見・解決能力等と同様に「学習の
基盤となる資質・能力」と位置づけ、多様な津市の子どもたち一人一人に応じた個別最適化学習を実現させ、新たな時代を担う人材を育成する。
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●新タブレット端末での学びがスタート
・小・中学校等ともに新タブレット端末（iPad）使用開始

●文書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフト等の環境整備
・学校の実態に応じてMicrosoft365やGoogle Workspaceを選択して利用

●デジタル採点システムの導入（中学校・義務教育学校後期課程）

令和８年度の取組

・デジタル教科書や津市e-Learningポータル等のツールを必要に応じて主体的に活用できる力の育成

・各テストの詳細データを自己分析することによる、自己調整する力等の育成 ・家庭においても継続して自ら学びに向かうことができる力の育成

・スムーズなログインやトラブルの早期解決による子どもたちの学習時間を確保 ・各学校等のＨＰやデジタル教材の充実

自己調整する力や情報活用能力の育成 及び 安心して学べる環境の整備・充実

●計画的なタブレット端末の一斉更新（令和７年度：21,032台購入 令和８年度：新端末活用）と効果的な活用
・児童生徒用（小学校12,235台、中学校6,146台）、指導者用（1,451台）、予備機（1,200台）

・クラウドやデジタル教材等すべての児童生徒がＩＣＴを自らの学びに活用 ・学びの成果の発表等の情報発信する場面での大型テレビの活用

【課題】 ・子どもたち一人一人が主体的に自分に合った学びを選択して進めるための自己調整する力と情報活用能力の育成
・アカウントの増加に伴い、管理・運用が煩雑になるとともに、子どもたちのログインも複雑化（令和７年度中にＳＳＯ※の整備）
・全国学力・学習状況調査の児童生徒質問調査結果から家庭における学習習慣の定着に課題

●津市教育ＩＣＴヘルプデスクの設置（学校におけるＩＣＴ環境に係る支援 令和７年１０月から運用開始)
・ＩＣＴに係る運用管理を外部委託⇒緊急時の迅速な対応、指導主事による学校訪問やＩＣＴを活用した授業改善の指導・助言のための時間確保

※ＳＳＯ：一つのアカウントで複数のシステムが利用できる仕組

《デジタル学習基盤を前提とした環境整備》

《ＩＣＴの環境整備と活用》

《主体的・対話的で深い学びの実現》

●自ら学ぶ子どもの育成に向けた情報発信
・デジタル教材を活用した自己調整する力の育成に向け、支援課だより「あっつあつ」を発行

・将来、子どもたちが学習の中で生成ＡＩを活用することを見据え、教員向けに校務ＤＸに係る生成ＡＩ活用ガイドを発行

●子どもたちの自己調整する力や情報活用能力の育成に向けた授業改善につながる研修会の実施
・情報活用能力育成に向け、指導主事や三重県ＩＣＴコンテンツアドバイザーによる研修会や研究授業研修会の実施

・共有ノートの他者参照を活用し、自らの学びを調整する授業づくりについて、校内研究担当者会等で周知

●特化研究プロジェクト研究指定校の取組を中学校区・市内全域へ発信
・先進校視察や大学教授等の助言のもと、児童生徒が自己調整する力・情報活用能力を高める取組を研究（マニュアルの作成）

これまでの取組

多様な子どもたち一人一人がＩＣＴ機器等を効果的に活用し、自己調整する力と情報活用能力を高めながら、「好き」を育み、「得意」を伸ば
す個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、誰一人取り残さない深い学びを確立する。

目 標

《取組の方向性》

シングルサインオン

●アカウントの統合（ＳＳＯ化）
●ヘルプデスクの活用促進と解決策を整理したＦＡＱの整備
・学校に対して定期的にアンケート調査を実施し学校のニーズに応じた
支援を実施、ＦＡＱを研修会等で広く周知

●デジタル学習基盤の効果的な活用に向けたＩＣＴサポーターの支援
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令和２年８月１日号 広報津より

３－(２)－⑦【市長コラム】小中学生に１人１台のパソコンを
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３－(２)ー⑧ 外国につながる子どもの教育環境３.教 育

津市立小・中・義務教育学校

初期日本語教室「移動きずな」
●対象児童生徒の在籍校で初期日本語
指導を実施

国際教室・取り出し授業
●初期日本語教室終了後等、必要に
応じて実施

外国につながる児童生徒の教育
●在籍学級等での授業（教科学習・仲間づくり）
●愛知教育大学との連携（R7年3月 連携協定締結）

「学校へ行こう！in津市〈就学ガイダンス〉」
●日本の教育制度、学校生活、就学手続き、就学援助制度等について
説明し、不安を軽減するとともに就学への意識を高めるために実施

●不就学状態の防止

「学校へ行こう！in津市〈高校進学ガイダンス〉」

●実際の大学を見学することを通して、
夢を持ち、学ぶことや高校及び大学進学
等に対する意欲の向上を図るために実施

●津市に居住する外国につながる中学生
●三重大学との連携

「学校へ行こう!in津市〈大学見学ツアー〉」

就 学 前

就学前日本語教室「つむぎ」
●就学前日本語指導（市内２教室）

・就学前の幼児に対して、小学校生活に早期適応できるよう、入学初期
に使われる日本語や学校生活への適応指導及び保護者の教育相談

●初期日本語教室「きずな」「移動きずな」の充実
・日本語が全くわからない外国につながる児童生徒が、市内のどこの学
校に転入しても、同様の初期日本指導が受けられる体制の継続と充実

●就学前日本語教室「つむぎ」の充実
・就学前の幼児とその保護者を対象に、小学校入学初期に使われる日本
語の学習及び適応指導の充実

●高校進学ガイダンス及び大学見学ツアーの充実
・日本の高等学校や大学を見学したり、学校生活の話を聴いたりするこ
とを通して、進学への興味関心を高める取組の継続及び充実

■外国人児童生徒通訳等巡回担当員（R7年度 8人)
・外国につながる児童生徒や保護者への通訳・翻訳等

■母語支援協力員（R7年度登録者数 9言語111人）
（財源内訳：国１/３、県１/３、市１/３）

・主に少数言語等の児童生徒や保護者への通訳・翻訳

■市民ボランティア（R7年度登録者数 115人）
（財源内訳：国１/３、県１/３、市１/３）

・初期の日本語指導に係わる支援

初期日本語教室「きずな」

●児童生徒とその保護者が、進路や学校生活
の話を聴いたり、高校を見学したりし、
進路等に対し興味関心を高めるために実施

●津市に居住する外国につながる児童生徒
（小学校５年生～中学校３年生）

●初期日本語指導（敬和幼稚園内）
・初期日本語指導カリキュラムに基づ
き、初歩的な日本語学習や日本の学校
への適応指導を一定期間集中して実施
・保護者の教育相談

令和８年度の取組
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３－(３) 総合教育会議

総合教育会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する
法律の一部を改正する法律の施行により、平成27年4月1日
から、すべての地方公共団体に新しく設置された会議です。

総合教育会議では、首長と教育委員会が教育、学術及び
文化の振興に関する総合的な施策の大綱や重点的に講ずべ
き施策などについて協議・調整を行います。

・会議は首長が招集。
原則公開。

・会議の構成員は、首
長と教育委員会。

津市総合教育会議（Ｈ27.4.1設置）のこれまでの開催実績

首長

教育長

委員

委員
委員

委員

※ 上記表には、令和２年度以降の会議を掲載しています。
平成27年度は11回、平成28年度は10回、平成29年度は5回、平成30年度は5回、令和元年度は6回会議を開催しました。

開催日 協議・調整事項 開催日 協議・調整事項 開催日 協議・調整事項

第３８回
令和2年4月7日

令和２年度の主要施策について
第５１回

令和5年2月6日
令和５年度の教育行政について

第６４回
令和7年12月22日

１ 令和８年度に向けた教育施策の取組について
２ 新たな教員支援のあり方について

第３９回
令和2年7月7日

学校の臨時休業及び再開に伴う課題について
第５２回

令和5年5月12日
教育大綱の策定に向けた今後の進め方について

第６５回
令和8年2月9日

令和８年度の教育行政について

第４０回
令和2年8月24日

津市GIGAスクール構想の実現について
第５３回

令和5年10月4日
津市教育大綱の策定にかかる検討案について

第４１回
令和2年12月21日

新型コロナウイルス感染症に対応した新しい学校生活様式を
踏まえた取組について

第５４回
令和5年11月22日

津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について

第４２回
令和3年2月3日

令和３年度の教育行政について
第５５回

令和5年12月25日
津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について

第４３回
令和3年6月30日

学校における新型コロナウイルス感染症発生時の対応
について

第５６回
令和6年1月29日

１ 津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について

２ 令和６年度の教育行政について

第４４回
令和3年9月28日

津市総合教育会議懇談会の結果について
第５７回

令和6年2月8日
令和６年度の教育行政について

第４５回
令和3年10月27日

コロナ対応を踏まえた学校教育の展望について
第５８回

令和6年7月2日
「地域とともにある学校づくり」について

第４６回
令和3年11月30日

令和４年度に向けた学校教育における取組案について
第５９回

令和6年10月28日
総合教育会議懇談会を受けて今後の取組案について

第４７回
令和4年2月9日

令和４年度の教育行政について
第６０回

令和6年12月19日
令和７年度に向けた教育施策の取組について

第４８回
令和4年6月29日

１ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）について
２ 津市架け橋プログラムの実施に向けて
～学びの芽生えから生涯の豊かな学びにつなげる～

第６１回
令和7年2月10日

令和７年度の教育行政について

第４９回
令和4年11月14日

津市総合教育会議懇談会の結果に基づく今後の取組について
第６２回

令和7年7月18日

１ 令和７年度の主要施策について
２ ～現場からの声を～新たな配置方針により津市教員支援員を
拡充

第５０回
令和4年12月23日

令和５年度に向けた教育施策の取組について
第６３回

令和7年10月17日
１ 総合教育会議懇談会を受けての今後の取組案について
２ 白山地域小学校の在り方について

３.教 育
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津市総合教育会議の様子
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地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正（Ｈ27.4.1） 総合教育会議の設置、教育大綱の策定

３つの
着眼点

１ 教員が子どもたちと向き合う時間の確保

２ 組織的・機動的な学校経営

３ まち全体で子どもたちを支援する教育環境の整備

平成29年１月策定

新たな教育大綱 令和６年２月策定

５つの
枠組

１ 子どもたち一人一人が主人公となる教育の推進
２ 教職員がやりがいを持って働くことができる学校づくり
３ 子どもたちがより良い学校生活を送るための教育環境の整備
４ 学校、家庭、地域がつながり、子どもたちを育んでいく体制づくり
５ 幼児教育の充実と公立幼稚園の果たすべき役割

３－(４) 津市の教育、学術及び文化の振興に関する
総合的な施策の大綱

津市総合教育会議にて協議・調整（５回開催）

対象期間：令和６年度～令和９年度

95

対象期間：平成２９年度～平成３１年度（令和元年度）

５つの枠組みに分けて、それぞれ子どもたちを主体として、子ど
もたちを中心に据えた教育の姿や、教育環境の整備、地域全体で
子どもたちを支える体制づくり、幼児教育の充実を書き、さらに
教職員の立場に立って、やりがいを持って働ける学校の姿を示す

総合教育会議懇談会（４回開催）にて、
教育現場の声を直接お聴きし、 現状や課題を把握

（小中学校長会、幼稚園長会、三教組津支部、津市ＰＴＡ連合会）

３つの
着眼点

１ 教員が子どもたちと向き合う時間の確保

２ 組織体制の構築による信頼される学校づくり

３ 未来へとつながる教育・子育て環境の整備

令和２年１月策定 対象期間：令和２年度～令和５年度

３.教 育
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年度 配置数

Ｈ３０ ・１人（１校）

Ｒ１ ・２人（２校）

Ｒ２ ・７４人（６８校） 年度当初２４校配置、年度途中残り４４校に配置

Ｒ３ ・９４人（６９校） ６月１０日より全校配置

Ｒ４ ・９１人（６９校） ５月２日より全校配置

Ｒ５ ・８３人（６９校） ４月２４日より全校配置

Ｒ６ ・８７人（６９校） ４月１日より全校配置

Ｒ7 ・８４人（６９校） ４月７日より全校配置

教員支援員の配置先（令和７年度) ※７人を２１校へ配置

教員支援員の特色

※ 教員数、児童生徒数及び学級数は令和７年５月１日現在

３－(５)－① 教員支援員の配置

教員支援員の配置状況（平成３０年度～） （財源内訳：全額市単費）

教育大綱の実現

子どもたちの学力を向上させるために
教員が子どもたちと向き合う時間を確保します！

配置の考え方（令和７年度）

より有効的に活用している小中学校に対して、複数校で勤務を行う
教員支援員を配置

《参考》 スクール・サポート・スタッフについて （財源内訳：国1/3、県2/3）

教職員の業務負担の軽減を図り、授業の改善や子どもたち
と向き合う時間を確保する。

スクール・サポート・スタッフの配置状況（平成３０年度～）

趣旨

年
度

Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ7

配
置
数

４人
（４校）

７人
（１１校）

８人
（１６校）

９人
（１８校）

１０人
（２０校）

１１人
（２２校）

１０人
（２０校）

7人
（２1校）

学校名 退職時の役職 性別 教員数 児童生徒数 学級数

北立誠小学校

担当主幹 女

25 390 20

一身田小学校 23 432 19

一身田中学校 31 440 18

高茶屋小学校

担当副参事 男

37 658 27

橋北中学校 34 523 20

南郊中学校 30 389 17

南が丘小学校

担当主幹 女

33 676 26

戸木小学校 22 397 18

久居中学校 43 644 27

誠之小学校

幼稚園長 女

29 505 23

成美小学校 26 391 19

立成小学校 29 542 24

上野小学校

担当参事 男

13 197 9

千里ヶ丘小学校 33 549 24

朝陽中学校 29 472 17

芸濃小学校

幼稚園長 女

23 345 18

草生小学校 7 40 5

明合小学校 11 109 8

一志東小学校

担当副参事 男

27 418 21

一志西小学校 26 366 19

久居東中学校 36 456 20
96
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平成３０年１１月１日号 広報津より

３－(５)－②【市長コラム】多忙な先生を子どもたちに返そう
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３－(６) 三重弁護士会とのスクールサポート連携協定

三重弁護士会

専門的な助言 【学校現場の課題】
○保護者からの要望等に、どう寄り添うか
○学校管理下での子どもの事故への適切な対応が図

れるか （授業、給食、休み時間、校外活動、部
活動など）

○児童虐待等の課題に対し、関係機関等と連携した
対応が図れるか

○地域とともにある学校として地域住民との良好な
関係を構築できるか

【教職員対象】
○課題対応に対する教員への指導・ 助言
※法令に基づく対応

○法的側面からの予防教育（講話等）
※学校現場における トラブルを判例を交えて指導

●難しい課題の早期解決・未然防止の取組 ●学校の相談体制の充実

地域貢献

効果的な連携

法的相談
【教育委員会対象】
○学校における相談体制の整備

○教職員の対応力向上に向けた研修等の実施

法律の専門家である弁護士の知識や経験に基づいた指導・助言

教育委員会包括連携協定

【児童生徒対象】
○いじめ予防やＳＮＳの利用等に係る授業の実施

学校だけで解決が困難な事案に対して、これまでの学校への助言等に加え、中立的な第３者として弁護士と教育委員会が直接保護者等
に対応する行政型学校ＡＤＲ（裁判外紛争解決）としての対応を行い、早期解決を図る。

令和７年度「行政型学校ＡＤＲ（裁判外紛争解決）」対応拡充
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⑦担当委員指名
行政型学校ＡＤＲ委員

（1～２人）

【事務局】
教育委員会

④受理の判断

【当事者】
学校

児童生徒・保護者

⑨合意

⑥申し立て受理の通知

①事案の申し立て

事案： いじめ、不登校、暴力行為、学校事故、器物損壊、体罰 等

②
受
理
に
係
る

助
言
依
頼

③
助
言

⑤
対
応
の
依
頼

学校問題解決支援
コーディネーター

（三重弁護士会所属弁護士）

平成３１年４月４日
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○公私立幼稚園・保育所・こども園・小学
校の代表者による「在り方検討委員会」

「検討ワーキング会議」（年間各３回）の
実施

〇津市架け橋期カリキュラムの開発

〇津市PTA連合会との連携

〇公私立幼保小合同研修会の実施

主体的な活動の中で 「見る」「調べる」「共有する」 といった活動の広がり

●教員と一緒にICT機器を活用して、自分たちの思いの実現のために、試行
錯誤したり、想像を膨らませたりしながら、役割や手順、時には上手く

いかない経験もしながら解決策を模索するなど、生活の中で思考力の芽
生えが育まれる。

●個人の体験で留まらず、集団とのやり取りの中で、情報収集、対話、探

求心を生み出し、体験と体験をつなぐことで、学びに向かう力につな
がる。

●接続が生かされる授業づくり
●子どもの思いを見とり、“やってみたい”を引き出す授業づくり
幼小接続にとどまらず、小中一貫教育の充実へ

●学びのサイクル持続可能な取組へ

３－(７) 乳幼児期から小学校への連続した学び

乳幼児期から小学校への連続した学び ～津市架け橋プログラム～

●幼児期から児童期のそれぞれの発達の特性や連続性を見通しつつ、５歳児と小学校１年生のカリキュラムを一体的に捉え、幼児
教育と小学校教育の関係者が連携しながら、それぞれのカリキュラム・ 教育方法の充実・改善にあたる。

●「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに幼児教育と小学校教育の関係者による子どもの姿、育ち、学びについて
の話し合いを充実させ、相互理解を図るとともに、それぞれの教育方法の充実・改善につなげる。

●架け橋期における環境の構成や子どもへの関わり方に関する工夫等を見える化し、家庭や地域に発信する。

津市架け橋プログラムがめざすもの

○モデル校区における架け橋期カリキュ
ラムの開発

〇モデル校区合同ワーキング会議の開催

〇モデル校区の取組実践報告会の実施

〇かけはし通信の発行

〇架け橋サポーターの配置

【令和５年度】
モデル校区によるカリキュラムの開発

〇津市架け橋プログラムハンドブックの作
成→全公私立幼保こ小に配付

〇全校区の公私立幼保こ小による校区ワー
キング会議の実施

→校区架け橋期カリキュラムの作成

〇各校・園の架け橋コーディネーター研修
会の実施（年間２回 実践を交流）

〇リーフレット「子どもの未来をともに拓
く」の作成、配付

【令和６年度】
全校区でのカリキュラムの開発

小
学
校
教
育

幼
児
教
育

３
歳
未
満
の
保
育 愛着形成

認

知

能

力

非

認

知

能

力

非認知能力の基礎

遊びや生活の中で出会う興味や関心に沿ったICT機器の活用

各教科等の学習内容の系統的な学び

・自覚的な学び
・各教科等の学習内容を系統的に学ぶ教育課程
・到達目標「～できるようにする」等
・教科カリキュラム（学問の体系を重視）
・学級、学年等
・時間割に沿った
一日の流れ

遊びや生活を通した総合的な学び

・学びの芽生え
・５領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）
・方向目標「～を味わう」「～を感じる」等
・経験カリキュラム（生活や経験を重視）
・個人、友達、小集団
・子どもの生活のリズ

ムに合わせた一日の
流れ

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

健康な心
と体 自立心 協同性

道徳性・
規範意識
の芽生え

社会生活
との関わ
り

思考力の
芽生え

自然との
関わり・
生命尊重

数量や図
形・標識や
文字等への
関心・感覚

言葉に
よる伝
え合い

豊かな感
性と表現

体育

音楽 国語 算数

道徳 図画工作

５領域

健康 言葉

人間関係 表現

環境

生涯にわたる人格形成にとって極めて重要な時期

・十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲求を満たし、生命
の保持及び情緒の安定を図ること

・非認知能力の基礎が乳幼児期に育つ
・この時期の保育には、愛着行動、基本的信頼感、自己肯定感の育ちを意識した展開が不可欠

ス
タ
ー
ト

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

５
歳
児
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

架
け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

自己を発揮し、主体的に新しい学校生活を創り出す

各教科等の学習内容の系統的な学び

タブレット端末を活用した個別最適化・協働的な学び

小学校での活動

「クイズを考えよう！」

１年生が、幼稚園児に楽しん
でもらいたい！クイズの問題を
考えよう！と友達と頭を突き合
わせて相談したり、タブレット
端末で調べたりしながらの探求

遊びや生活を通した総合的な学び
実体験を大事にしつつ、ICT機器を活用した

幼児の豊かな体験

幼稚園での活動

「園庭で見つけた虫や草花」

なんて名前かな？ この虫は何を
たべるのかな？ 育ててみたいね！
など、子どもの興味・関心に合わせ
てタブレット端末を活用しながら、
子どものやってみたいを実現

生活科
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〇校区での語り合いの継続的な実施

ワーキング会議の充実

〇相互参観

〇校区架け橋期カリキュラムの更新

〇各校・園の架け橋コーディネーター（接
続担当者）研修会の実施（年間２回）

〇生活科授業に係る研修会の実施

【令和７年度】語り合いでの気づきを
生かした保育・授業をめざして

〇子ども主体、体験重視の幼児教育を引き
継いだ生活科を基盤とした授業づくりへ

〇保育・授業改善につながる好事例の紹介

〇幼小接続にとどまらず

「小中一貫教育』の

より一層の充実へ

【令和８年度】生活科を基盤とした
授業改善、小中一貫教育の充実

主体的・対話的で深い学びの実現

総合的な学習

学びに向かう力・
人間性等

思考力・判断力・
表現力の基礎

知識・技能の基礎

学びに向かう
力・人間性等

思考力・判断力・
表現力当

知識・技能

一貫して育みたい
資質・能力
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３－(８) 学校と地域が一体となって進める教育

●●● 背景：時代の変化に伴い学校と地域の在り方が変化 ●●●

学校と地域が一体となって進める教育～学校運営協議会と地域学校協働本部の連携を通して～

P 計画 D

改善 評価

実行

A C

学校運営協議会 地域学校協働本部

教育委員会

●学校運営の基本方針の承認
●地域学校協働活動に関する協議

・何を目的・目標にして行うのか
・どのようにして行うのか（効果的な手段は）
・学校の「教育課程」とどのように関連付けるのか

●保護者や地域住民等が学校運営に
参画する体制づくり

●コミュニティ・スクールの趣旨
や効果の啓発

●先進事例の紹介
●カリキュラムマネジメントの推進

●学校マネジメント力の育成

●地域学校協働活動の推進
●コーディネーターの確保と養成
●コーディネーターの資質向上の

ための研修会の実施

●学校運営に関する意見
●教職員の任用に関する意見
●地域学校協働活動の改善
・目的・目標の（再）設定・微修正
・具体的な手段・方法の工夫・変更
・新たな課題への対応をどのように行うか
・業務改善をどのように行うか

地域学校協働活動

◆授業補助
◆学校行事への参加
◆学校周辺環境整備
◆登下校の見守り
◆郷土学習
◆本の読み聞かせ
◆課題解決学習
◆学びによるまちづくり
◆キャリア教育支援
◆公民館活動への参加
◆放課後子供教室
◆地域行事への参加
◆ボランティア・体験活動等

●学校評価（自己評価・学校関係者評価）

～子どもたちが夢や希望を持ち続け、生き抜いていく未来をめざして～

●幅広い地域住民や団体の参画
●地域と学校をつなぐコーディネート

地域とともにある学校づくり

◆教育環境を取り巻く状況
・児童生徒数の減少
・子どもの規範意識等への課題
・学校が抱える課題の複雑化・困難化

◆教育改革の動き
・「社会に開かれた教育課程」の実現

◆社会の動向
・少子高齢化の進行
・グローバル化や情報化の発展
・地域社会のつながりや支え合いの希薄化による

地域の教育力の低下

◆地域創生の動き
・学校を核とした地域の活性化
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３－(９) 津市立三重短期大学の取組①３.教 育

三重短期大学が津市によって設立された公立
の短期大学であることを広く周知し、地元だけ
でなく全国から優秀な学生を多く集め、優れた
人材を育成して社会に還元していくために、令
和７年４月１日から大学名称を「三重短期大学」
から「津市立三重短期大学」へと変更しました。

学校教育法に基づき、大学は7年以内ごとに、文部科学大臣の認証を受けた評価機関（認
証評価機関）による第三者評価（認証評価）を受けることが義務付けられています。

認定の期間は、令和７年４月１日から令和１４年３月３１日
までです。

◼ 大学名称の変更

■ 大学基準協会による認証評価

本学は、令和６年度に大学基準協会の短期大学認証評価
を受審し、当該協会から「短期大学基準に適合している
と認定する。」との評価結果を受けました。
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３－(10) 津市立三重短期大学の取組②
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◼ 法経科第２部長期履修学生制度スタート
三重短期大学法経科第２部において、仕事や育児・介護等により通学時間が限られる人や、ゆっくり時間をか
けて学びたい人に学ぶ機会を提供することを目的とした長期履修学生制度を令和３年４月から開始しました。

◼ 食物栄養学科の開設
充実したカリキュラムと少人数教育による丁寧な人材育成、全国でも数少ない公立の栄養士養成機関である三重
短期大学の認知度を上げ、広報効果を高め志願者数の増加を図ることを目的に、令和３年４月から、「生活科学科
食物栄養学専攻」を「食物栄養学科食物栄養学専攻」として学科独立しました。

「勤労学生の学びの場」から「リカレント教育の場」へ
◆ 入学後、あらかじめ長期での履修計画を作成した学生については、通常２年のカリキュラムを

３年もしくは４年で履修することを認める （学費は通常の２年分）
◆ 就業状況等に柔軟に対応できる、ゆとりのある履修環境の提供による法経科第２部の魅力アップ

長期履修学生制度モデル 卒業に必要な履修単位 最低６４単位

１年次

長期履修期間 ３年

（年間の履修上限 30単位）

長期履修期間 ４年

（年間の履修上限 20単位）

２年次 ３年次 ４年次

２２単位 ２１単位 ２１単位

１６単位 １６単位 １６単位 １６単位

長期履修学生制度とは
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３－(１１) 津市立三重短期大学の整備状況

実施年度 令和４年度
事業費 １３，８７９万円
工期 令和４年５月１３日

～令和５年２月３日

【主な工事概要】
校舎棟外壁塗装、サッシ窓の取替など

実施年度 令和４年度
事業費 ７，９９８万円
工期 令和４年９月２０日

～令和５年３月１４日

【主な工事概要】
校舎棟：室内機 ６０台 室外機 １２台など

実施年度 令和５年度
事業費 ４７２万円
工期 令和５年６月５日～令和５年１０月２４日

校舎棟雷保護設備設置工事

【主な工事概要】
落雷被害から学生等の安
全確保を行うため、校舎棟に
雷保護設備（避雷針）を設置

実施年度 令和６年度
事業費 ３，２６５万円
工期 令和６年６月３日～令和６年１１月５日

消火設備改修工事

【主な工事概要】
消火ポンプ １台
屋内消火栓箱 １２か所
消火配管 約４８０ｍ
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実施年度 令和７年度
事業費 4,409万円
工期 令和７年９月１日

～令和８年２月９日

【主な工事概要】
受変電設備 １台
埋設幹線ケーブルの改修

実施年度 令和７年度
事業費 １，３７５万円
工期 令和７年７月２９日

～令和７年１２月１３日

【主な工事概要】
学内の照明器具をLED化 １１７３台

実施年度 令和８年度
事業費概算 ５，０３４万円

受水槽及び高架水槽設備等改修工事

【主な工事概要】
受水槽 １機
高架水槽 １機
揚水ポンプ
埋没揚水管 改修

受変電設備等改修工事

照明設備LED化改修修繕

校舎棟外壁等改修工事

校舎棟等空調設備改修工事


